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（１）真岡市未来変革デジタル条例について  

はじめに、真岡市未来変革デジタル条例についてであります。真岡市で

は、今年の５月に「真岡市  未来変革デジタル宣言」を発表し、 ７月には

全  部課長職によるＤＸ宣言を行うなど、市役所を挙げてＤＸを推進して

おります。  

ＤＸのビジョンは、一人一人が自分らしく暮らし続けることができる未

来への変革であります。その実現のためには、市民と行政が、それぞれの

役割や責務を果たしながら、協力して推進することが必要であることから、  

デジタル技術を活用したまちづくりの基本原則などを定める「真岡市  未

来変革デジタル条例」を制定いたしました。  

今後は、この条例の趣旨を踏まえ、デジタル技術を適正かつ効果的に活

用しながら、市民の皆さんとともに、一人一人にとって利便性の高いまち

づくりを進めてまいります。  

 

（２）オンライン申請におけるクレジット決済の開始について   

次に、オンライン申請システムについてでありますが、更なる利便性の

向上を図るため、１月４日からクレジット決済を導入いたします。  

オンライン申請については、令和５年１月から運用を開始し、現在、各

種イベントの申し込みや、子育てに関する手当や祝い金の申請、道路への

倒木による危険個所の連絡など、およそ２４０件の手続きが可能となって

おります。これに加え、１月以降は、クレジットカード決済により、住民

票や戸籍、税務証明の請求など、手数料が必要となる手続きも申請できる

ようになるほか、犬の登録や狂犬病予防接種の証明書の交付申請について

も、より便利に手続きを行うことが可能となります。  

今後も、オンライン申請で可能な手続を増やすことで、窓口に来なくて

もよい市役所として、市民の皆さんの更なる利便性向上に努めてまいりま

す。  

 

（３）真岡市小・中学校新１年生入学準備支援金について  

次に、小 ･中学校  新１年生  入学準備支援金についてでありますが、物

価高騰が続くなか、入学準備で費用負担が大きくなる子育て世帯の支援を
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目的として実施いたします。  

対象は、１２月１日時点で本市に住所を有し、令和６年度に小学１年生、

または中学１年生となる子どもがいる世帯で、支給額は、子ども一人あた

り３万円となります。申請方法について、本市から児童手当を受給してい

る方は申請不要ですが、その他の方は申請が必要となりますので、本日発

送する申請書類をご確認の上、同封の返信用封筒にて、１月３１日までに

返送されますようお願いいたします。なお、支給日は２月下旬を予定して

おります。  

 

（４）省エネ家電購入費補助事業について  

次に、本年７月から国の交付金を活用して実施しております省エネ家電  

購入費補助事業についてであります。この事業は、省エネ基準などの要件

を満たしたエアコンや冷蔵庫、ＬＥＤ照明器具を購入した方を対象に、最

大３万円を補助するものでありますが、当初の予想を上回る申請があった

ため、今回の補正予算により、補助金の総額を１ ,５００万円から２ ,００

０万円に増額いたしました。  

申請要件などに変更はなく、購入対象期間および申請受付期間は、令和

６年２月１５日までとなっております。なお、期間内に予算の上限に達し

た場合は、その時点で受付終了となりますのでご了承くださいますようお

願いいたします。  

 

（５）物価高騰重点支援給付金について  

次に、物価高騰  重点支援給付金についてでありますが、特に物価高騰

の影響を受ける低所得世帯に対し、１世帯あたり７万円を給付するもので

あります。  

対象は、１２月１日時点で市内に住所を有し、令和５年度の住民税が非

課税の世帯となります。今後は、２月中を目途に通知を発送し、振込先な

どの確認が取れた方から順次、給付を行ってまいります。  

 

（６）ねたきり在宅者等介護手当給付の追加支給について  

次に、ねたきり在宅者等  介護手当の追加支給についてでありますが、
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物価高騰の影響を踏まえ、ねたきり在宅者を常時介護している方を支援す

るため、国の交付金を活用して実施いたします。  

対象は１２月１日時点で同手当を受給している方、およそ３４０名で、

支給額は３万円となります。対象者には、本日付けで通知を発送いたしま

すので、内容をご確認くださいますようお願いいたします。  

 

（７）真岡市指定文化財（有形文化財  彫刻）の指定について   

次に、文化財の指定についてであります。真岡市西郷区が所有する銅造  

誕生釈迦仏立像が、１２月１８日、新たに真岡市指定文化財に指定されま

した。  

室町時代に作られた銅像で、西郷第一公民館の敷地内にある雷 (らい )神

社の別当、雷光寺 (らいこうじ )に伝来したものであります。雷光寺が廃止

となったのちは、西郷区の持仏として長年に渡り保管され、毎年、釈迦の

誕生を祝う「花まつり」が行われるなど、信仰の対象とされています。  

総高１７．１センチメートルの小さな仏像ではありますが、県内に中世

の誕生仏の作例は少なく、希少性があることと、長年に渡り地域で大切に

継承されてきたことが評価されました。これにより、真岡市の文化財の総

数は２２７件となりました。  

今後とも、地域の方々と協力し、真岡市にとって貴重な文化財の保存・

継承・活用を図ってまいります。  

 

（８）合同企業説明会の開催について  

次に、もおか市  合同企業説明会についてでありますが、地元企業の魅

力発信および求職者の就労支援を目的として、１月２６日、金曜日、フォ

ーシーズン静風にて初めて開催いたします。  

参加を予定している企業は、市内に事業所がある１６社で、詳細は市ホ

ームページに掲載しております。参加できる方は、来年３月に大学・短大

・専門学校などを新規卒業予定の方、および一般求職者の方となります。  

当日は、各企業が自社の事業概要や勤務内容などについてプレゼンテー

ションを行います。その後、参加者は、各企業のブースを回り、詳しい説

明を受けることができます。また、希望者がいる場合は、同じ会場で面接
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を行うこともできるようになっております。  

参加申し込みは、市ホームページまたはチラシの専用フォームから受付

しておりますが、予約なしで当日参加することもできます。魅力ある市内

のさまざまな企業を知ることが出来る機会となりますので、市内で就職を  

希望されている方は、ぜひ、ご参加ください。  

 

（９）学校給食における真岡市産いちごの提供について  

次に、学校給食における真岡市産いちごの提供についてでありますが、

ＪＡはが野いちご部会から、食農教育の一環として、将来を担う市内の子

どもたちに、地域の特産品をより身近に感じてもらうためプレゼントされ

るものであります。  

贈呈式は、来年１月９日、火曜日、午前１１時から、市長公室にて行い

ます。学校給食については、１月１２日と１５日に分け、市内の小・中学

生７，３５０名を対象に、一人あたり｢とちおとめ ｣または｢とちあいか ｣を

２粒ずつ、合計１万４ ,７００粒の提供を予定しております。  

 

（ 10）チャットパレス  トレーラーキャビン予約受付開始について  

次に、チャットパレスの新たなグランピング施設、トレーラーキャビン

についてでありますが、令和６年３月１５日、金曜日にオープンすること

となりました。  

予約の受付については、１２月２２日、金曜日、午前９時から、チャッ

トパレスのホームページや楽天トラベルなどのサイトで開始いたします。

利用料金については、既存のドームテントと同様に、需要ニーズを有効に

とらえた価格変動制を取り入れてまいります。  

整備の進捗状況としましては、現在、内装が整ったトレーラーキャビン

が現地に設置され、年明けから給排水工事およびオリジナル家具の製作に

入ります。２月末の整備完了後、春休み前にグランドオープンとなります

ので、ぜひ、ご予約いただければと思います。  

 

（ 11）｢グリーンツーリズム入門セミナー｣の開催について  

次に、グリーンツーリズム入門セミナーについてでありますが、農業体
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験など、本市における都市農村交流事業の充実につなげるため、３月３日、

日曜日に、チャットパレスで開催いたします。  

当日は、一般財団法人  都市農山漁村交流活性化機構、愛称「まちむら

交流きこう」の業務第１部  部長である宍戸信一 (ししどしんいち )氏の講

演会やワークショップを予定しています。  

どなたでも受講できますので、農泊や農業体験の受け入れを検討されて

いる方、グリーンツーリズムに関心のある方などの参加をお待ちしており

ます。申し込み方法など、詳細については、市ホームページをご覧くださ

い。  

  

（ 12）家族で楽しむ！“日本一のいちごのまち”で盛りだくさんの収穫     

体験モニターツアーの実施について  

次に、「“日本一のいちごのまち”で盛りだくさん収穫体験」について

でありますが、本市の魅力を体感し、発信していただくため、真岡市外の

方を対象に、２月２３日の祝日に日帰りで実施いたします。  

内容は、食サイクル体験として、ふるさと納税の返礼品で人気のあるナ

スやミニトマトを収穫したあと、真岡市の新鮮な野菜をレストランで味わ

います。その後、いちご狩りを行い、甘くてみずみずしいいちごを堪能し、

さらに、そのいちごで、いちご大福づくりを体験していただきます。  

募集対象は、市外に在住する中学生以下のお子さまがいる家族で、ツア

ー体験をＳＮＳなどで発信できることが条件となります。参加を希望され

る方は、１２月２２日から１月２３日までの期間に、市ホームページまた

はチラシの専用フォームからお申し込みください。定員を超えた場合は抽

選となります。  

この日だけの特別な一日を、「いちご王国栃木の首都もおか」で、体験

していただけければと思いますので、ぜひお申し込みください。  

 

（ 13）その他 (消防団出初式、初市・寿くじ ) 

その他といたしまして、事務局から、２点、１月のイベントについて、

お伝えいたします。  

１点目は、真岡市消防団  出初式および通常点検についてでありますが、
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１月６日、土曜日に行われます。 KOBELCO 真岡いちごホールから市役所本

庁舎前にかけて行われる分列行進は午前１１時から、市役所東側の五行川

沿いで行われる放水点検は１１時４５分から開始する予定となっておりま

す。  

２点目は、ダルマやお飾りなど縁起物が並ぶ、新春恒例の「初市」につ

いてでありますが、１月６日、土曜日は足利銀行久下田支店前において、

翌日の７日、日曜日は、市役所東側の五行川沿いにおいて、それぞれ午前

９時から開催されます。７日の午前１０時からは、市役所駐車場において、

寿町商店会が主催する「寿くじ」も４年ぶりに開催されます。  

いずれのイベントも真岡を代表する冬の風物詩でありますので、各会場

へ、ぜひ、足を運んでいただければと思います。  

 

 


